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山野村役場（登）  
大原石塔群  

ノ 

福山市旧佐波浄水場（登）

南禅坊（登）

福山市内の文化財を多くの方に
知ってもらうため，中央・南部・西
部・東部・北東・北西の６エリアに
分けて紹介しています。ご自宅の
近くや，普段の散歩道など，意外
と身近なところにあるかもしれま
せん。ぜひご活用ください。
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城下にあった明王院を移転合併しました。

立

栱

福山市旧佐波浄水場

登録 国登録有形文化財

佐波町

登録建造物：配水池・浄水井

　　　　　　上屋・門　

開場日時 / 常時，入場料 / 無料

経 路 / 国道２号神島橋西詰めより

明王台団地方面へ約 530ｍ坂道を

登る。

1925（大正 14）年 9月に竣工した近代的浄水場です。1916（大正 5）
年に市制施行した福山市は，これまで度々水不足に悩まされた経験か
ら，新しい上水道の建設が悲願となっていました。この上水道は，福
山市で初の近代的浄水場として建設され，人口増加を遂げていた福山
市が近代都市へ発展するための基礎となりました。現在は，佐波城山
公園として一般に公開されています。

藩主が

藩主が

さ　ば



風

・
／観音寺本堂

本堂は，福山城の築城に際し，城郭の東北端，艮方向の鬼門守護のた
めに建立されたと推定される寺院で，１６５１( 慶安４) 年建築の棟札が
あります。和洋・唐様・天竺様の手法が用いられた折衷様式の建築で
す。装飾手法は桃山時代の建築装飾の流れを引いており，県内に残存
する近世唯一の本格的な密教寺院の本堂です。
表門は，四脚門，切妻造，本瓦葺で，本堂と同じ時期に建てられたと
考えられます。妻飾りや柱の装飾には丁寧な彫刻が施されており，桃
山建築の遺風がうかがわれるなどの特色がみられます。



歴史資料室

霞町一丁目 10 番 1 号

まなびの館ローズコム４階

開館時間／１０：００～１８：００ 

休館日／月曜・祝日・年末年始

入場料／無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『東京阿部家資料』の調査・研究・保存・活用を図るとともに，展示や資
料目録作成により福山市の歴史啓発活動を行っています。

ふくやま草戸千軒ミュージアム（広島県立歴史博物館）

いわ



で

福山市



（あんこくじえけい）





南禅坊

紀

浸

登録 国登録有形文化財

浄土真宗本願寺派の寺院で，1748（延享 5）年，朝鮮通信使（第 10
回）の学士・書記と福山藩の学者伊藤大佐が当寺で接会し，漢詩文
を唱和するなど江戸時代を通じて朝鮮通信使の宿舎として使われまし
た。本堂は，1860（万延元）年再建。内陣や要所に組物や豪華な彫
刻を多用しており，幕末以降に流行した真宗本堂の特徴を示していま
す。山門は，火灯窓や円窓軒を配し，軒先に反りを持たせた異国情緒
を漂わせる鐘楼門。上層の懸魚に 1810（文化 7）年の墨書があり第
12 回通信使の来日予定に備えて増築されたことが考えられます。

登録建造物：本堂・山門

福山市
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旧マルヤマ商店事務所
福山市松永はきもの資料館
(あしあとスクエア）

旧マルヤマ書店事務所旧マルヤマ商店事務所

資料館での展示
福山市

ゲタ

主屋ほか





旧マルヤマ商店事務所

JR 松永駅下車，南東方向に約 360

ｍ。福山市松永はきもの資料館敷地

内にある。土曜日午後 13：00 ～

17：00 に地域サロンとして公開。

入場料 / 無料

福山市松永はきもの資料館

1922（大正 11）年，かつて下駄の生産で活況を呈した「マルヤマ商
店」の本店事務所として建てられた木造モルタル 2階建・擬似石造り
の建物です。建物の外観は，大正期の本格的洋風仕上げで，壁面に造
り出された柱の頭部には紋章様の装飾「メダリオン」があり，屋根を
囲うように壁を立ち上げた「パラペット」の下には，雷紋や枡形の連
続模様が配され，瀟洒な洋風の雰囲気をかもしだしています。

所 在 地：松永町 4-16-27

開館時間 /10：00 ～ 16：00

（入館は 15：30 まで）開館日 /

金曜日～日曜日および祝日　

※年末年始（12/28 ～１/3）は休館。

入館料 /（はきもの玩具館のみ）/

個人 300 円，団体（20 人以上）

240 円。

2013（平成 25）年に閉館した民間の「日本はきもの博物館・日本郷
土玩具博物館」を福山市が受け継ぎ，「福山市松永はきもの資料館
あしあとスクエア」として改装開館したものです。「はきもの玩具館」
では，旧館から受け継いだ下駄や履物，オリンピック選手などのアス
リートが愛用したシューズ，（国重要有形民俗文化財に指定されたはき
もの資料 2266 点を含む）など約 1万 3000 点と，昔懐かしい郷土玩具
約 1万 8000 点を収蔵・展示しています。また，エントランスホール
には福山市にゆかりのある人物を紹介したコーナーがあります。
「伝統産業館」では，塩・藺草・下駄といった地元の伝統産業を体系
的に展示しています。

主屋ほか



大谷古墳



大谷古墳

福山市引野町

大谷古墳は，福山湾を見おろす引野丘陵の南斜面にあった古墳です。
2000（平成 12）年にこの一帯が開発されることになり，これに伴っ
て発掘調査が行われました。発掘調査の結果 , 墳丘は直径約 8.5ｍ，
残存する高さ 1.7ｍであることが明らかになりました。また石室の側
壁の石組は左右非対称の構造を持つ珍しい形態であることも分かりま
した。内部に副葬品などはほとんど残されていませんでしたが，わず
かに見つかった須恵器や土師器などから 6世紀後半に造られた地元有
力者の墓と考えられています。
その後事業者の寄贈により 2002（平成 14）年に移築整備が行なわれ
ました。なお石室は元は南東方向に開口していましたが，移築用地の
関係で現在は北向きになっています。

（ゆめみが丘

       第２公園内）
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葛原家住宅

ノ

大原石塔群

旧山野村役場（山野民俗資料館）

神辺城跡（吉野山公園）

龍

竹田のゲンジボタル

及びその発生地



県史跡指定時の

桟

見学日 毎月土・日・祝日

個人所有

菅茶山（1748 ～ 1827）は，安那郡川北村で本陣役を勤めた本荘屋菅
波家（東本陣）に生まれました。18 歳で家督を継ぎますが，その仕事
を厭うようになり，学問を志して 19 歳で京都へ遊学し，古医法と朱子
学を学びます。帰郷後の 1775（安永４）年頃には，東本陣の東にあっ
た居宅の中に私塾を開き，1785（天明５）年頃には金粟園（きんぞくえ
ん）と呼ばれます。1790（寛政２）年頃になると塾生が増えたため，金
粟園の北東に学舎（現在の講堂）を建て，黄葉夕陽村舎（こうようせ
きようそんしゃ），別名閭塾（りょじゅく）を開塾します。さらに 1796
（寛政 8）年には，私塾の永続を願って福山藩の郷校に願い出て，塾の
安定を図ろうとします。これ以降，塾の名は廉塾，正式には神辺学問
所と呼ばれました。塾生は福山藩をはじめ，中国・四国・九州・近畿
・東北に及び，茶山の名を慕って門をくぐりました。塾では『四書五
経』を中心とした講釈が行なわれ，頼山陽や北条霞亭（ほうじょうか
てい）などの塾頭が補佐しました。江戸時代後期を代表する漢詩人，
儒学者として全国に名を馳せた茶山ですが，この特別史跡を特色づけ
るのは教育者としての茶山です。茶山の後，廉塾は親族の自牧斎・晋
賢に受け継がれて 1872（明治５）年に閉塾しますが，その間 3000 人
近くの塾生が学びました。江戸時代に盛行した私塾は全国に 1500 も
あったといわれますが，その中で最も良く旧観を維持しており，当時
の教育施設と歴代塾主の旧宅とともに茶山の息遣いを今に伝える貴重
な特別史跡です。

副葬

神辺歴史民俗資料館で展示されています。
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別所砂留





駅家町新山・中島

墳丘長 68ｍの前方後円墳で，後円部は二段築成とみられます。埴輪
や葺石はなく，墳丘のまわりには周溝が巡っており，東側から北側
にかけては周溝の痕跡が観察できます。周溝を含む全長は 73ｍで，
県内第４位，後期古墳では最大です。後円部と前方部に両袖式の横
穴式石室があり，後円部石室は全長 14.9ｍで，墳丘の裾部から羨道
の入口まで石積みの墓道が作られています。遺体を安置した玄室は，
長さ 6.8ｍ，奥壁部分の幅 2.1ｍ，高さ 3.3ｍで，兵庫県産の竜山石製
組み合わせ式石棺が解体された状態で見つかりました。玄室の前に
付けられた羨道は，長さ 8.1ｍ，玄室と羨道からは，双龍環頭大刀柄
頭や馬具，須恵器，土師器など多くの副葬品が出土しました。前方部
石室も全長 12.6mと長大ですが多くの石材を失っており，埋め戻し
ています。出土した須恵器から，今から 1400 年前，6世紀末から 7
世紀初頭頃の築造と考えられ，畿内以西で最後に造られた前方後円
墳と考えられています。





金名の郷頭

旧福山城下の二上り踊りは，

1928（昭和３）年以降，団扇

に代わって四ツ竹を手に持つ

ようになりました。

か ん な ごうとう

未指定

新市町常

・東屋

金名川に築かれた水流調節用堰（ダム）。橋を兼ねており，府中市本山
境の皆米峠に至る。構造は石積みで，上流に向かって張り出すアーチ
式ダムであり，導水部は横穴式石室のような持ち送り構造で天井石が
架かります。1840( 天保 11) 年，子年の大水を引き起こした豪雨では，
上流の権現池（現：切池）の堤防が決壊し，直下の野原池を押し流し
て土石流となりましたが，郷頭で食い止めて下流の村を守ったとの言
い伝えが残っています。
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